
(57)【要約】

【課題】冷却水を必要とする切断を少なくして環境に冷

却排水が流出しないようにしてプレキャストコンクリー

ト桁からなる橋梁を短期間、低コストで撤去できるよう

にする。

【解決手段】プレキャストコンクリート桁１同士を緊結

しているＰＣ鋼材１１をその両端部で切断し、連結状態

を解放する。プレキャストコンクリート桁１の間の中埋

めコンクリート２にカッターで深さ１５ｃｍの切断溝３

を形成し、あふれ出てくる汚泥状の冷却水をバキューム

で吸引して全てを回収して環境に流出しないようにする

。この切断溝３に板ジャッキ４を適宜間隔でセットする

。板ジャッキ４に液体を圧入して膨張させて側端のプレ

キャストコンクリート桁１を分離する。分離された、プ

レキャストコンクリート桁１をクレーンで吊り上げて撤

去する。この操作を各プレキャストコンクリート桁１に

繰り返すことによって全てのプレキャストコンクリート

桁１を撤去する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 を 並 設 し た 橋 梁 の 切 断 撤 去 工 法 で あ っ て 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン
ク リ ー ト 桁 の 間 に 充 填 さ れ た 中 埋 め コ ン ク リ ー ト の 長 手 方 向 に 溝 を 形 成 し 、 こ の 溝 に 板 ジ
ャ ッ キ を 挿 入 し て 作 動 さ せ 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 を 端 か ら 順 に 解 体 す る プ レ キ ャ
ス ト コ ン ク リ ー ト 橋 の 解 体 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 を 並 設 し た 橋 梁 の 切 断 撤 去 工 法 で あ っ て 、 桁 を 緊 結 し て い る
Ｐ Ｃ 鋼 材 を 切 断 す る と 共 に プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 の 間 に 充 填 さ れ た 中 埋 め コ ン ク リ
ー ト の 長 手 方 向 に 溝 を 形 成 し 、 こ の 溝 に 板 ジ ャ ッ キ を 挿 入 し て 作 動 さ せ 、 プ レ キ ャ ス ト コ
ン ク リ ー ト 桁 を 端 か ら 順 に 解 体 す る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 橋 の 解 体 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に お い て 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 の 切 断 を そ の 端 部 付 近 で お こ な う プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト
橋 の 解 体 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 で 構 成 さ れ た 橋 梁 の 解 体 撤 去 方 法 で あ っ て 、 切
断 時 の カ ッ タ ー の 冷 却 水 が 環 境 に 漏 出 し な い よ う に し た 撤 去 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 解 体 撤 去 方 法 と し て 、 円 形 カ ッ タ ー や ワ イ ヤ ソ ー を 使 用 す る
方 法 が あ る 。 円 形 カ ッ タ ー は 、 円 盤 の 周 縁 に ダ イ ヤ モ ン ド の チ ッ プ が 取 り 付 け て あ り 、 高
速 回 転 さ せ て コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 切 断 す る も の で あ る 。 ワ イ ヤ ソ ー 工 法 は 、 粒 状 ダ イ ヤ
モ ン ド を 電 着 あ る い は 焼 結 し た ビ ー ズ を ワ イ ヤ に 装 着 し た ワ イ ヤ ソ ー を 使 用 し て 鉄 筋 コ ン
ク リ ー ト 構 造 物 や 石 材 な ど を 切 断 す る 方 法 で あ り 、 高 能 率 の 切 断 が 可 能 で 、 周 辺 環 境 に 与
え る 影 響 が 少 な い と い う 利 点 が あ る 。
　 い ず れ の 方 法 に し て も 、 切 断 に 際 し て は 摩 擦 熱 が 発 生 す る の で カ ッ タ ー や ワ イ ヤ ソ ー に
冷 却 水 を 供 給 し て 冷 却 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ ５ ９ ２ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ ２ － １ ４ ８ ７ ９ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ９ － ０ ４ ８ ５ ９ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 河 川 等 に 架 設 さ れ た プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 か ら な る 橋 梁 を 撤 去 す る 場 合 、 図 ３ に
示 す よ う に 、 橋 梁 を 縦 横 に ブ ロ ッ ク 状 に 切 断 線 ３ １ で 切 断 し 、 ブ ロ ッ ク を ク レ ー ン で 吊 り
上 げ て 撤 去 し て い た 。 そ の 際 、 図 ４ の 断 面 図 に お い て 示 す よ う に 、 切 断 点 Ｃ に お い て カ ッ
タ ー が 桁 等 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 を 表 面 か ら 裏 側 ま で 突 き 抜 け る よ う 完 全 に 切 断 し て い た
が 、 切 削 粉 を 含 む 汚 泥 状 の 冷 却 水 が 河 川 に 流 れ 落 ち て 環 境 を 汚 染 す る と い う 問 題 が あ る の
で 、 桁 の 下 側 に 汚 泥 状 の 冷 却 水 を 回 収 す る 仮 設 材 ５ を 設 け な け れ ば な ら な か っ た 。 特 に 、
鉄 道 や 都 市 高 速 道 路 の 高 架 構 造 物 の 場 合 、 流 出 水 が 垂 れ 落 ち る た め 、 下 を 通 る 人 や 車 両 を
汚 染 し な い よ う に 構 造 物 の 外 側 に 流 出 防 止 の た め の 仮 設 材 を 取 り 付 け な け れ ば な ら ず 、 施
工 コ ス ト 、 施 工 期 間 の 両 面 に お い て 問 題 が あ る 。 ま た 、 桁 を 切 断 す る た め に カ ッ タ ー が 構
造 物 の 裏 側 に 突 出 す る の で 、 カ ッ タ ー が 流 出 防 止 仮 設 材 に 接 触 し な い よ う に 空 間 を 形 成 し
て 設 置 す る 必 要 が あ り 、 施 工 が 面 倒 で あ り 、 コ ス ト が か か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 は 、 工 場 に お い て 品 質 管 理 が な さ れ た コ ン ク リ ー ト
製 品 で あ る た め 、 強 度 が ５ ０ ０ ０ Ｎ ／ ｃ ｍ 2 以 上 で あ り 、 切 断 に 時 間 が か か り 、 短 時 間 で
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切 断 撤 去 す る こ と が で き な か っ た 。
　 本 発 明 は 、 冷 却 水 を 必 要 と す る 切 断 を 極 力 少 な く す る と 共 に 、 カ ッ タ ー の 冷 却 排 水 が 環
境 に 流 出 し な い よ う に し て プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 か ら な る 橋 梁 を 簡 単 か つ 迅 速 、 さ
ら に は 低 コ ス ト で 撤 去 で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 を 並 設 し 、 こ の 桁 同 士 を Ｐ Ｃ 鋼 材 で 緊 結 し た 橋 梁 の 切 断 撤
去 工 法 で あ っ て 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 の 間 に 充 填 さ れ た 中 埋 め コ ン ク リ ー ト の 長
手 方 向 に 溝 を 形 成 す る と 共 に 桁 同 士 を 緊 結 し て い る Ｐ Ｃ 鋼 材 を 切 断 し 、 切 断 溝 に 板 ジ ャ ッ
キ を 挿 入 し て 桁 を 順 に 解 体 す る も の で あ る 。
　 ま た 、 桁 を 緊 結 し て い る Ｐ Ｃ 鋼 材 の 両 端 部 付 近 を 切 断 す る こ と に よ っ て 、 桁 の 解 体 撤 去
を 容 易 に す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 切 断 溝 を 形 成 す る 箇 所 が 現 場 打 ち の 中 埋 め コ ン ク リ ー ト で あ る た め 、 工 場 製
品 で あ る プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 の 強 度 に 比 較 し て 強 度 が 小 さ い の で 、 溝 の 形 成 が 容
易 で あ り 、 ま た 、 切 断 時 間 は 、 溝 が 深 く な る に つ れ て 効 率 が 落 ち る が 、 本 発 明 は 、 浅 い 溝
の 形 成 で よ い た め 、 短 時 間 で 溝 形 成 が 終 了 す る 。 し た が っ て 、 ト ー タ ル の 施 工 時 間 を 大 幅
に 短 縮 す る こ と が で き る 。
　 切 断 溝 が 浅 い の で 冷 却 水 が 少 量 で す む と 共 に 、 桁 の 下 側 か ら 流 出 し な い の で 、 表 面 に あ
ふ れ 出 た 冷 却 排 水 を 吸 引 し て 処 理 で き 、 冷 却 排 水 の 環 境 へ の 流 出 を 阻 止 す る 仮 設 材 の 設 置
を す る 必 要 が な い の で 、 撤 去 工 事 の コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 実 施 例
　 図 １ に 示 す よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 １ が 複 数 並 設 さ れ 、 桁 同 士 は Ｐ Ｃ 鋼 材
１ １ に よ っ て 横 断 方 向 が 緊 結 さ れ 、 桁 の 間 に は コ ン ク リ ー ト ２ が 充 填 さ れ て お り 、 桁 上 に
は 橋 床 版 及 び 舗 装 版 が 形 成 さ れ て い る 。 　
　 ま ず 、 桁 の 高 さ に 応 じ た 径 を 有 す る ダ イ ヤ モ ン ド チ ッ プ を 取 り 付 け た 円 盤 型 の カ ッ タ ー
で 、 舗 装 の 上 か ら 桁 同 士 を 緊 結 し て い る Ｐ Ｃ 鋼 材 １ １ （ Ｐ Ｃ 鋼 棒 ま た は Ｐ Ｃ 鋼 線 ） を 両 端
部 付 近 で 切 断 し 、 一 体 化 さ れ て い た 桁 １ の 連 結 状 態 を 解 放 す る 。
　 こ の Ｐ Ｃ 鋼 材 に 達 す る 切 断 線 を ３ １ で 示 す 。
　 円 盤 型 の カ ッ タ ー は 、 切 断 機 本 体 に 対 し て 油 圧 シ リ ン ダ ー で 水 平 方 向 及 び 垂 直 方 向 に 移
動 可 能 で あ り 、 切 断 位 置 の 微 調 整 や 切 断 深 さ の 調 整 を お こ な う こ と が で き る 。  
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 切 断 は 、 桁 を 完 全 に 下 端 ま で 切 断 す る も の で な く 、 桁 を 緊 結 し て い る Ｐ Ｃ 鋼 材 １ １ が 切
断 さ れ る ま で の 深 さ で あ る た め 、 カ ッ タ ー の 冷 却 水 は 桁 か ら 下 方 に 流 下 す る こ と が な く 、
切 断 溝 か ら あ ふ れ 出 て く る 汚 泥 状 の 冷 却 水 を バ キ ュ ー ム で 吸 引 す る こ と に よ っ て 全 て を 回
収 す る こ と が で き る の で 、 環 境 に 冷 却 排 水 が 漏 出 す る こ と が な く 、 環 境 を 汚 染 す る 恐 れ が
な い 。
　 回 収 し た 冷 却 排 水 は 、 現 場 に お い て 廃 水 処 理 装 置 で 処 理 す る か 、 ま た は 、 タ ン ク ロ ー リ
で 処 分 場 に 運 搬 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 １ の 間 の 中 埋 め コ ン ク リ ー ト ２
の 部 分 を 橋 軸 方 向 に 板 ジ ャ ッ キ ４ が 収 容 で き る 幅 （ ３ ～ ４ ｍ ｍ ） 、 深 さ （ １ ０ ～ １ ５ ｃ ｍ
） 切 断 し て 全 長 に 渡 り 切 断 溝 ３ を 形 成 す る 。 桁 高 に 応 じ て 切 断 溝 ３ の 深 さ は 深 く な り 、 使
用 す る 板 ジ ャ ッ キ ４ も 大 き な も の を 使 用 す る 。
　 中 埋 め コ ン ク リ ー ト ２ は 、 橋 の 構 築 時 に 現 場 で 打 設 し た も の で あ る の で 、 工 場 製 品 の プ
レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 １ の コ ン ク リ ー ト 強 度 に 比 較 し て 小 さ く 、 カ ッ タ ー に よ っ て 比
較 的 短 時 間 で 切 断 溝 ３ を 形 成 す る こ と が で き る 。
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　 中 埋 め コ ン ク リ ー ト ２ の 溝 の 形 成 は 、 全 て の 中 埋 め コ ン ク リ ー ト に 対 し て お こ な う と 共
に 、 形 成 さ れ た 切 断 溝 ３ に は 適 当 間 隔 で 板 ジ ャ ッ キ ４ を 順 に セ ッ ト す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 番 端 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 １ の 中 埋 め コ ン ク リ ー ト ２ に 形 成 し た 切 断 溝 ３ に
セ ッ ト し た 板 ジ ャ ッ キ ４ の 注 入 口 ４ １ に 高 圧 ホ ー ス を 連 結 し 、 水 な ど の 流 体 を 注 入 し て 板
ジ ャ ッ キ ４ を 膨 張 さ せ 、 他 の 桁 と 連 結 状 態 の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 １ を 完 全 に 分 離
す る 。
　 コ ン ク リ ー ト の 引 張 り 強 度 は 圧 縮 強 度 の 約 １ ／ １ １ で あ り 、 板 ジ ャ ッ キ の 膨 張 に よ っ て
中 埋 め コ ン ク リ ー ト ２ に 引 張 力 が 作 用 す る と 共 に 、 幅 ３ ～ ４ ｍ ｍ の 切 断 溝 底 に は 応 力 集 中
が 働 き 、 引 張 り 強 度 は 更 に １ ／ ５ と な る 特 性 を 利 用 し 、 中 埋 め コ ン ク リ ー ト ２ が 容 易 に 破
壊 さ れ 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 １ は 分 離 さ れ る 。
　 分 離 さ れ た プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 １ に ワ イ ヤ を か け て ク レ ー ン で 吊 り 上 げ て 撤 去
す る 。
　 次 に 、 ２ 番 目 の 桁 の 中 埋 め コ ン ク リ ー ト ２ に セ ッ ト し た 板 ジ ャ ッ キ ４ に 流 体 を 注 入 し て
膨 張 さ せ て 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 １ を 分 離 し 、 同 様 に 吊 り 上 げ て 撤 去 す る 。
　 こ の 操 作 を 繰 り 返 し て 全 て の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 を 撤 去 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 板 ジ ャ ッ キ ４ の 一 例 を 図 ５ で 説 明 す る と 、 １ ． ２ ｍ ｍ 厚 の 深 絞 り 用 鋼 板 （ Ｓ Ｅ Ｃ Ｃ １ ．
２ Ｔ ） の １ ０ ０ ０ × １ ０ ０ （ ｍ ｍ ） か ら な り 、 長 辺 の 中 央 ま た は 中 央 よ り ず れ た 位 置 に 圧
力 流 体 注 入 口 ４ １ と な る 突 起 を 形 成 し た も の で あ り 、 ２ 枚 を 合 わ せ て 注 入 口 ４ １ の 部 分 を
除 い て 周 縁 か ら ５ ｍ ｍ 程 度 内 側 を １ ～ ６ ｍ ｍ の 幅 で シ ー ム 溶 接 し て 板 状 の 容 器 と し た も の
で あ る 。
　 注 入 口 ４ １ を 形 成 す る 突 起 は 、 基 部 の 幅 が １ ４ ５ ｍ ｍ 、 頂 部 幅 が ４ ５ ｍ ｍ 、 高 さ ４ ０ ｍ
ｍ の 台 形 で あ り 、 基 部 と 頂 部 を 結 ぶ 斜 面 は 約 ４ ５ 度 の 角 度 に し て あ る 。
　 突 起 に は 圧 力 流 体 の 注 入 口 ４ １ と な る カ ッ プ リ ン グ を 先 端 に 設 け た パ イ プ を 挿 入 す る た
め の 半 円 形 の 凹 部 が プ レ ス 加 工 で 形 成 し て あ る 。
　 例 え ば 、 こ の 板 ジ ャ ッ キ に ３ ０ ０ ｋ ｇ /ｃ ｍ 2 の 圧 力 を か け る と 約 ２ ０ ０ ト ン に 及 ぶ 非 常
に 大 き な 拡 張 力 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 溶 接 線 は 矩 形 の 角 部 に お い て 直 角 に 交 差 し て い る 。 突 起 の 端 面 は 真 鍮 ロ ウ 付 け し て パ イ
プ を 一 体 化 し て 注 入 口 ４ １ が 形 成 さ れ て い る 。 板 ジ ャ ッ キ ４ の 表 面 に は 必 要 に 応 じ て 塗 装
す る 。 無 鉛 塗 料 を 使 用 す る こ と に よ っ て 板 ジ ャ ッ キ ４ を 膨 張 さ せ て 使 用 し た 後 は 、 鋼 板 を
回 収 し て 再 利 用 す る こ と が 容 易 と な る 。
　 な お 、 板 ジ ャ ッ キ ４ は 、 一 度 圧 力 流 体 を 注 入 し て 膨 張 さ せ る と 元 に 戻 ら な い の で 、 使 い
捨 て と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 冷 却 水 の 使 用 量 を 格 段 に 少 な く す る こ と が で き る と 共 に 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク
リ ー ト 桁 を 完 全 に 切 断 し な い 途 中 ま で の 切 削 で あ る の で 、 冷 却 水 が 下 方 に 流 出 す る こ と が
な く 、 冷 却 排 水 の 環 境 へ の 流 出 を 阻 止 す る 仮 設 材 の 設 置 を す る 必 要 が な い の で 、 撤 去 工 事
の コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る と 共 に 、 作 業 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 に 、 工 事 費 と 施 工 日 数 に つ い て 本 発 明 と 従 来 工 法 と の 比 較 を 示 す 。
　 桁 高 ０ ． ５ ５ ｍ 、 長 さ １ １ ． ４ ｍ の プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 ７ 本 × ２ か ら な る 幅 ７
． ２ ｍ 、 長 さ 約 ２ ３ ｍ の 橋 梁 を 撤 去 す る ケ ー ス で 試 算 す る と 、 従 来 工 法 で は 、 工 費 １ 千 万
円 、 工 期 ２ ５ 日 程 度 か か る と こ ろ （ 水 養 生 を 除 く ） 、 本 発 明 に よ れ ば 切 断 深 さ が 浅 く 、 切
断 量 が 減 少 す る 。 ま た 、 板 ジ ャ ッ キ で 効 率 よ く プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁 の 分 離 が お こ
な え る の で 、 工 費 ２ ０ ０ 万 、 工 期 １ １ 日 （ 水 養 生 は 必 要 な し ） と な り 、 大 幅 な 工 費 節 減 と
工 期 短 縮 が 達 成 で き る 。 （ 撤 去 に か か る 費 用 の み で 、 ク レ ー ン 費 用 は 除 く ）
　 更 に 、 カ ッ タ ー の 冷 却 水 が 環 境 に 漏 出 し な い と い う 利 点 が あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 橋 梁 切 断 状 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 橋 梁 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 橋 梁 の 切 断 法 を 説 明 す る 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 橋 梁 の 切 断 法 を 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ５ 】 板 ジ ャ ッ キ の 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
１ 　 　 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 桁
１ １ 　 Ｐ Ｃ 鋼 材
２ 　 　 中 埋 め コ ン ク リ ー ト
３ 　 　 切 断 溝
４ 　 　 板 ジ ャ ッ キ
４ １ 　 注 入 口
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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